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【本領域の目的】 

“コンベンショナルなモータータンパク質”（以下、

“モータータンパク質”という）、すなわち、ミオシン、キ

ネシン、ダイニンについてはこれまでに多くの優れた

研究が行われ、分子レベルの力発生メカニズムには

一定の理解が得られるようになった。しかし生体運動

の中には、細菌や原生生物の表面運動や遊泳運動

などのように、“モータータンパク質”のみでは説明で

きないメカニズムが多数存在している。それらの動き

は、運動超分子マシナリーとも言える高度に組織化さ

れた構造が内部の調和を保ちながら大きく動くことで

生じ、その多様性には地球生命進化の歴史が刻まれ

ている。本領域では、生体運動のメカニズムの中でこ

れまでにあまり理解の得られていないものを、最新の

解析技術を駆使した原子レベルから超分子複合体レ

ベルの研究により解明する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ マイコプラズマ細胞表面構造の模式図 

（ピンク部分が運動超分子マシナリー） 

【本領域の内容】 

これまでそれぞれ全く別の分野で活躍していた運

動超分子マシナリーの研究者が一堂に会し、微生物

学、遺伝学、生化学、生物物理学、構造生物学など

で用いられる技術をマルチスケールに用いて、研究

を展開する。これまでにあまり注目されたことのない運

動マシナリーを萌芽研究として育てる一方で、モータ

ータンパク質研究エキスパートの本分野への参入を

推進する。本分野の発展に不可欠な、サブナノメート

ルスケールで生体構造を可視化する３つの技術、す

なわちクライオ電子線トモグラフィー、急速凍結レプリ

カ電子顕微鏡法、高速 AFM（原子間力顕微鏡）の、

本分野への応用技術を開発・支援する。 ”新奇の生

体運動”という親しみやすさを前面に出すと同時に、

新しいメディアを積極的に取り入れて、研究者と国民

に対する啓発活動を有効に展開する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 領域概観図 

 

【期待される成果と意義】 

様々な生体運動メカニズムの存在を具体的に示す

ことで、生体運動の発生とその進化に対する理解が

飛躍的に進むことが期待される。また、多数の運動マ

シナリーを比較することで、モータータンパク質を含

めた運動マシナリーの本質が理解できることが期待さ

れる。 
 

【キーワード】 

コンベンショナルなモータータンパク質：生体運動に

おいて力発生を担うタンパク質で、以前から知られて

いる、ミオシン、キネシン、ダイニンを指す。これらは 

ATP を加水分解することでエネルギーを得て、アクチ

ン繊維や微小管の上を滑るように動く。  

 

【研究期間と研究経費】 

 平成２４年度－２８年度 

１，１６２，６００千円 

 

【ホームページ等】 

http://bunshi5.bio.nagoya-u.ac.jp/~mycmobile
/index.html   


